
肩
帆
を
持
っ

て

い

た
。

こ

れ
ら
は
、

波
浪
の

高
い

小
田
原
沖
・

遠
海
の

漁
猟
に

応
じ
て
、

「
ヤ
ン

ノ

ー

」
船
で
は
、

ウ
ネ
リ
の

大
き
い

と
こ

ろ
で

も

舵
が
利
く
よ
う
、

と
く
に

舵
を
長
く
し
、

「
ズ

ン

ド
ー

」
船
で
は
、

ミ
ヨ

シ

を
高
く
造
っ

て

い

た
。

し
か
し
、

小
田
原
海
岸
は
、

浪
高
く
、

船
溜
り

も
な
い

砂
浜
へ

の

漁
船
の

日
々

の

揚
げ
卸
し
に
は
、

漁
師
は
寒
中
で

も
裸
に

な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の

難
業
だ
っ

た
と
い

う
。

古
新
宿
で

は
、

台
風

時
に

は
、

船
を
浜
か
ら
新
宿
の

大
路
ま
で

揚
げ
る
ほ
ど
で
、

荒
天
で

着
岸
で

き
ず
、

獲
っ

た
鮪
を
三

崎
港
な
ど
に

陸
揚
げ
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ

た
（
前
掲
『
専
漁
の

村
』
及
び
内
海
延
夫
編
『
鮪
漁
業
の

六
十
年
－
奥
津
政
五

郎
の

航
跡
』）。

こ

の

小
田
原
の

鮪
漁
業
は
、

明
治
の

初
め
こ

ろ
ま
で
こ

の

地
漁
業
の

中
心
を
な
し
て
い

た
沖
ギ
ス

の

旅
漁
か
ら
発
展
し
た
も
の

と
さ
れ
る
。

小
田

原
沖
は
、

海
底
が
急
に

四
〇
〇
尋
ほ
ど
の

深
さ
に

ま
で

深
く
な
り
、

浜
か
ら
近
い

と
こ

ろ
で
、

沖
ギ
ス

の

ほ
か
、

ム

ツ
・

ア
コ

ウ
・

ク
ロ

（
オ
オ
ヅ
シ
・

ア

ブ
ラ

ウ
オ

）
な
ど
の

深
海
魚
が
と
れ
る
。

こ

の

沖
ギ
ス

を
原
料
と
し
て
、

蒲
鉾
製
造
が
発
展
し
、

そ
れ
が
ま
た
、

沖
ギ
ス

漁
の

範
囲
を
次
第
に

遠

く
に

拡
大
し
、

鮪
漁
へ

の

転
向
を
容
易
に
し
た
と
い

わ
れ
る
（
前
掲
『
鮪
漁
業
の

六
十
年
』）。

そ
の

た
め
、

小
田
原
の

万
年
町
・

古
新
宿
・

千
度
小
路

等
の

漁
師
は
、

上
・

中
層
の

回
游
魚
で

あ
る
鮪
漁
と
な
っ

て

も
、

引
き
続
き
、

キ
ス

漁
に

用
い

ら
れ
た
タ
テ

縄
（
一

人
一

本
の

糸
に
五
〇
本
ほ
ど
の

釣
針
を

つ

け
、

一

鉢
一

〇
〇
－
一

二

〇
尋
の

も
の

を
一

艘
一

五

－
二

〇
鉢
つ

な
ぎ
、

全
長
二

三

〇
〇
－
三

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

に

な
る
と
い

う
）
の

曳
き
釣
り
が
固
守
さ

れ

た
。

こ

の

点
で

普
通
の

延
縄
が
用
い

ら
れ
た
小
田
原
周
辺
真
鶴
・

酒
匂
・

網
一

色
村
と
は
漁
具
・

漁
法
を
異
に

し
て
い

る
。

タ
テ

縄
の

曳
き

釣

り

は
、

漁
師
一

人
ご
と
が
熟
錬
で

あ
れ
ば
延
縄
よ
り
多
く
の

漁
獲
が
可
能
と
な
る
。

し
た
が
っ

て
、

沖
ギ
ス

漁
の

経
験
を
持
ち
、

漁
業
専
業
の

小
田
原
の

漁
師
に
よ
っ

て
は
じ
め
て

な
し
う
る
こ

と
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

こ

の

タ
テ

縄
を
使
用
す
る
と
き
は
、

天
候
急
変
に

際
し
、

す
ぐ
避
難
で

き
る
利
点
が

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

れ
を
操
る
の

は
、

寒
中
晒
木
綿
の

肌
襦
袢
一

枚
で

も
汗
が
流
れ
た
と
い

う
ほ
ど
の

重
労
働
で

あ
っ

た
（
前
掲
『
鮪
漁
業
の

六
十

年
』）。

小
田
原
に
は
、

以
上
の

地
元
漁
民
に

よ
る
漁
獲
物
の

ほ
か
、

近
在
の

漁
村
－
東
の

山
王
原
・

酒
匂
村
・

西
の

早
川
・

石
橋
・

米
神
・

根
府
川
・

江
ノ

浦
・

岩
・

真
鶴
・

福
浦
の

各
村
か
ら
の

漁
獲
物
が
集
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
は
、

鉄
道
開
通
に

よ
っ

て
一

部
は
そ
の

ま
ま
主
に

横
浜
・

東
京
へ

送
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ら
れ
、

一

部
は
、

当
地
で
、

鰹
節
（
お
よ
び
鮪
節
）・
塩
辛
・

蒲
鉾
・

ち
く
わ
・

は
ん
ぺ

ん
・

乾
物
・

塩
物
等

に

加
工

さ
れ
た
上
、

や
は
り
、

東
京
・

横
浜
さ
ら
に

は
八
王
子
・

甲
府
・

信
州
方
面
へ

移

出
さ

れ

た
。

な

お
、

上
記
の

水
産
加
工
物
は
、

お
お
む
ね
、

前
述
し
た
同
地
で

の

漁
獲
季
節
に

あ
わ
せ
、

随
時
製
造
さ
れ
て

い

た
（
表
二
－

三
三

）。

ま
た
、

小
田
原
に

集
荷
さ
れ
た
鮮
魚
と
水
産
加
工
品
と
は
、

荷
造
り
さ
れ
、

特
約
し

た
荷
馬
車
で

国
府
津
に

運
ば
れ
、

そ
こ

で

汽
車
に

搭
載
さ
れ
横
浜
・

東
京
へ

送
ら
れ
た
。

や
や
後
年
の

こ

と

に

な
る
が
、

一

八
九
八
（
明
治
三

十
一

）
年
に

あ
っ

て
は
、

午
後
九
時
二

三

分
国
府
津
発
の

貨
物
列

車
一

台

（
一

〇
〇
〇
貫
積
載
可
能
）
を
金
八
円
で

特
約
し
、

京
浜
へ

送
っ

た
（
大
漁
の

際
は
さ
ら
に
一

列
車
を
借
受
け
る

）。

こ

の

ば
あ
い
、

活
発
な
産
地
に
ふ

さ
わ
し
く
、

と
く
に

鮮
魚
に
つ

い

て
は
、

問
屋
・

仲
買
人
は
、

京
浜
と
日

々

数
回
電
報
を
往
復
し
、

さ
ら
に

沼
津
・

房
州
・

三

崎
の

漁
獲
い

か
ん
を
見
た
上
で

買
い

入
れ
、

輸
送
す
る

な
ど
、

機
敏
な
商
取
引
が
な
さ
れ
て
い

た
（『
資
料
編

』17

近
代
・

現
代
（7）
五
五

）。

さ
て
、

そ
の

漁
獲
物
を
ほ
と
ん
ど
小
田
原
へ

販
売
す
る
同
地
西
方
の

漁
村
は
、

い

ず
れ
も
半
農
半
漁
（
米

神
・

江
ノ

浦
・

岩
村
な
ど
は
採
石
兼
漁
業
）
の

村
で

あ
り
、

地
先
で
の

定
置
網
漁
業（
根
拵
網
）
を
特
色
と
す
る
。

真
鶴
・

福
岡
村
の

主
張
に
よ
れ
ば
、

こ

の

地
域
の

漁
場
は
、

も
と
も
と
、

地
元
の

村
が
も
っ

ぱ
ら
占
有
利

用
す
る
地
付
の

海
面
と
、

近
隣
数
か
村
が
入
会
利
用
す
る
「
沖
」
と
、

相
豆
房
総
諸
国
漁
民
が
入
会
利
用
す

る
「
灘
」
と
に

分
か
れ
て

い

た
。

と
こ

ろ
が
明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
二

月
、

小
田
原
藩
か
ら
「
御
一

新
に

付

村
々

の

分
内
を
見
通
し
漁
業
勝
手
仕
つ

る
べ

き
」
旨
仰
せ
渡
さ
れ
、

地
元
村
に

よ
る
地
先
海
面
占
有
利
用
が

認
め
ら
れ
、

上
記
海
面
へ

の

真
鶴
・

福
岡
村
の

入
会
利
用
な
ど
「
沖
」
の

入
会
利
用
が
否
定
さ
れ
る
に
い

た

表2－33　小田原における水産加工品と魚類の製造・漁獲期（1898年）

注　『資料編』17近代・現代（7）553ページより作成
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っ

た
と
い

う
。

し
か
し
、

岩
村
の

い

う
と
こ

ろ
で

は
、

元
来
、

海
岸
よ
り
三

六
間
ま
で
は
そ
の

村
の

地
付
海
面
で
、

そ
の

余
は
相
豆
房
総
諸
国
の

入

会
場
で
、

「
沖
」
・

「
灘
」
の

区
別
は
な
い

と
す
る
。

ま
た
、

地
元
村
に

よ
る
地
付
海
面
利
用
は
、

難
船
・

流
物
な
ど
の

救
助
を
受
け
持
つ

地
元
村
へ

の

「
御
仁
恵
」
と
し
て

認
め
ら
れ
た
も
の

と
い
っ

て
い

る
。

い

ず
れ
に
せ
よ
、

一

八
七
五
（
明
治
八
）
年
の

政
府
に

よ
る
海
面
官
有
宣
言
以
前
に
、

小
田

原
藩
に

よ
る
地
付
海
面
は
地
元
村
利
用
と
の

申
渡
し
を
機
に
、

入
会
争
論
が
起
き
、

後
年
に

ま
で

続
い

て
い

る
。

す
な
わ
ち
、

真
鶴
村
は
、

後
述
の

よ
う
に

根
拵
網
張
立
て
の

創
始
村
で

あ
り
、

ま
た
、

従
来
か
ら
石
橋
村
字
仏
石
か
ら
伊
豆
山
芦
川
下
ま
で

の

海
面
一

帯
を
漁
場
と
し
て
き
た
と
主
張

し
、

一

方
明
治
二

年
小
田
原
藩
申
渡
し
に

力
を
得
た
江
ノ

浦
・

根
府
川
・

米
神
・

石
橋
・

岩
村
は
、

新
た
に

自
ら
の

地
先
海
面
へ

の

根
拵
網
張
立
て

を
企
画
し
、

対
立
を
激
化
さ
せ
た
の

で

あ
る
。

こ

の

争
論
の

基
底
に

あ
る
の

は
、

各
村
に

お
け
る
根
拵
網
の

張
立
て
の

盛
行
で

あ
っ

た
。

根
拵
網

は
、

吉
浜
村
の

同
村
地
先
海
面
に

お
け
る
根
拵
網
を
例
に

と
れ
ば
、

縦
七
〇
〇
間
、

横
一

七
〇
間
、

反
別
三

九
町
六
反
余
に

わ
た
っ

て
三

月
か
ら
八

月
の

間
設
け
ら
れ
る
大
規
模
な
建
網
で
、

こ

れ
に

数
隻
の

漁
船
で
、

回
游
し
て

く
る
魚
群
（
主
に
鮪
）
を
追
い

込
み
捕
獲
す
る
。

神
奈
川
県
の

明
治
十

二

年
甲
第
三

号
達
「
捕
魚
採
藻
営
業
税
則
」
も
、

同
網
に

対
し
て
は
、

「
其
事
業
広
大
ニ

シ

テ
、

且
数
日

間
張
網
シ

テ

大
ニ

他
ノ

漁
業
ヲ

障
碍
ス

ル

モ

ノ

ナ
レ

ハ

、

第
一

条
ノ

外
（
漁
夫
乗
組
人
数
に

応
じ
六
等
に

分
け
、

漁
船
に

営
業
税
を
賦
課
す
る
。

そ
の
一

等
は
一

〇
人
乗
以
上
で

年
税
二

円
）
更
ニ

左
ノ

通

税
納
可
致
事
」
と
し
て
一

か
所
一

季
三

〇
円
と
い

う
多
額
の

税
を
課
し
て
い

る
。

こ

の

地
域
で
の

根
拵
網
張
立
て
は
、

比
較
的
新
し
く
真
鶴
村
が
そ

の

創
始
で

あ
る
。

明
治
五

年
の

訴
状
に

お
け
る
岩
村
の

言
い

分
で

は
、

加
賀
の

高
田
屋
治
助
と
い

う
者
が
、

伊
豆
山
般
若
院
地
先
海
面
へ

張
立
て

た
の

が
最
初
で

あ

っ

て
、

そ
れ
を
真
鶴
村
五

味
台
右
衛
門
が
学
び
、

同
村
へ

張
立
て
、

そ
の

後
ほ
か
の

村
で

も
張
立
て
る
よ
う
に

な
っ

た
の

で
、

真
鶴
村
の

創
始
で

は

な
い

と
い

う
。

し
か
し
、

こ

の

地
域
で
の

最
初
の

根
拵
網
張
立
て

が
、

文
政
七
年
（
一

八
二

四

）
真
鶴
村
五

味
台
右
衛
門
に
よ
る
同
村
字
古
網
で
の

設

置
で

あ
り
、

後
に

天
保
年
間
「
村
役
人
共
同
張
」
と
し
て

真
鶴
村
が
最
も
早
く
か
ら
こ

れ
を
行
っ

て

き
た
こ

と
は
争
い

が
た
い

事
実
で

あ
る
。

真
鶴
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村
は
、

こ

れ
を
早
川
村
字
仏
石
か
ら
、

伊
豆
山
浦
ま
で
の

地
先
海
面
で
、

張
立
て
の

場
所
を
転
々

と
変
え
つ

つ
、

明
治
期
に
い

た
っ

て
い

た
。

し
か

し
、

前
述
明
治
二

年（
一

八
六
九

）
二

月
の

海
岸
附
村
々
一

〇
か
村
に

対
す
る
小
田
原
藩
申
渡
し
に

よ
っ

て
、

明
治
二

年
に
は
、

「
隣
村
岩
村
字
大
根

崎
へ

旧
来
大
網
張
立
方
の

儀
は
多
年
の

成
功
を
以
開
業
罷
在
候
肝
要
の

場
所
」
で

あ
っ

た
の

が
、

操
業
不
可
能
に

な
っ

た
。

ま
た
、

こ

の

と
き
福
浦

村
も
、

吉
浜
村
に

使
用
金
を
支
払
い

「
吉
浜
村
地
先
海
面
へ

大
網
張
立

」
て

て
い

た
の

が
、

以
後
設
置
不
可
能
と
な
っ

た
。

こ

の

よ
う
に
、

明
治
期

に

入
る
と
根
拵
網
漁
を
早
く
か
ら
行
っ

て
い

た
村
々

の

他
村
地
先
で

の

設
置
が
不
可
能
と
な
り
、

代
わ
っ

て
、

岩
村
・

吉
浜
村
な
ど
で

自
村
地
先
で

の

根
拵
網
設
置
が
新
た
に

行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

岩
村
で
は
、

新
た
に

自
村
字
大
根
崎
の

「
大
網
場
所
」
に

自
村
の

根
拵
網
を
設
け
、

明
治
五

年
真
鶴

村
は
こ

れ
を
自
村
網
場
に

差
障
り
が
あ
る
と
し
て

そ
の

移
転
を
求
め
た
が
、

岩
村
は
、

「
別
段
に

妨
候
程
の

場
所
に
は
こ

れ
無
く
」
と
こ

れ
を
拒
み
、

県
も
岩
村
を
支
持
し
た
の

で
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）年
十
一

月
に
は
真
鶴
村
も
「
岩
村
大
根
崎
大
網
張
立
方
御
廃
止
願
い

奉
り
候
儀
は
私
共
心
得
違

に
て

各
村
お
ゐ
て

張
立
候
と
も
致
し
方
御
座
な
く
」
と
、

地
元
村
で
の

大
網
張
立
て

を
認
め
る
に
い

た
っ

た
（
注（4

）に
同
じ

）。
ま
た
、

吉
浜
村
で
は
、

一

八
七
六
年
に
い

た
っ

て
、

自
村
地
先
海
面
に
、

根
拵
網
張
立
て

を
開
始
し
、

以
後
、

隣
村
福
浦
・

門
川
村
漁
師
総
代
人
の

承
諾
を
得
て
、

五

年
目

ご
と
に

根
拵
網
営
業
願
を
県
に

提
出
し
、

認
可
を
得
て
、

三

十
年
代
以
降
も
こ

れ
を
継
続
し
て
い

る
。

こ

う
し
て
、

明
治
以
降
、

従
来
広
く
漁
業
を

行
っ

て
い

た
真
鶴
・

福
浦
村
の

入
会
漁
場
を
圧
縮
し
つ

つ
、

こ

れ
ま
で

「
農
業
或
は
山
稼
等
に
て

新
漁
は
相
成
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い

た
他
の

海
岸
附

村
々

で
、

新
た
な
根
拵
網
設
置
に

よ
る
漁
業
へ

の

積
極
的
進
出
が
始
ま
っ

た
の

で

あ
る
。

前
述
岩
村
の

字
大
根
崎
で

の

根
拵
網
張
立
て
に

真
鶴
村
が
異

論
を
唱
え
た
と
き
、

岩
村
は
、

も
し
こ

の

網
場
を
移
転
さ
せ
る
と
、

「
隣
村
江
之
浦
を
始
め
、

先
々

順
々

に

大
網
場
所
替
い

た
さ
ず
候
て

は
、

相
成

ら
ず
」
と
い
っ

て
い

る
。

こ

れ
ま
で

根
拵
網
を
設
け
な
か
っ

た
地
先
村
々

が
あ
い

つ

い

で

地
先
に
こ

れ
を
張
立
て
る
に
い

た
る
と
、

そ
の

場
所
は
、

た
と
え
自
村
地
先
で

あ
っ

て

も
、

魚
の

回
游
を
め
ぐ
っ

て

隣
村
の

そ
れ
と
相
互
に

密
接
に

関
わ
り
を
も
つ

こ

と
に

な
り
、

一

村
で

勝
手
に

場
所
を
移

動
さ
せ
る
わ
け
に

は
い

か
な
い

よ
う
に

な
っ

た
。

そ
し
て
、

旧
来
の

真
鶴
・

福
浦
村
の

広
汎
な
入
会
漁
業
は
駆
逐
さ
れ
て
い
っ

た
。

そ
れ
ま
で

の

真
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鶴
村
は
「
沖
の

釣
漁
を
ば
致
し
申
さ
ず
、

根
付
の

漁
業

廻
り
」
だ
け
で
、

し
か
も
「
海
岸
根
付
の

漁
場
と
て

も

当
村
（
岩
村
）
の

五

増
倍
」
は
あ
る
と
い

わ
れ
て
い

た

が
、

こ

れ
に
よ
っ

て
、

遠
海
の

鮪
延
縄
漁
へ

の

進
出
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い

く
。

岩
村
側
の

言
い

分
に

よ

る

と
、

こ

の

頃
の

真
鶴
・

福
浦
村
は
、

他
の

海
岸
附
村
々

に

比
し
、

漁
職
の

者
多
く
、

た
め
に

入
会
漁
場
の

減
少
に

よ
っ

て

生
活
が
窮
迫
し
た
と
い

う
が
、

福
浦
村
で

は
、

寛
永
こ

ろ
か
ら
営
ん
で

来
た
石
切
職
を
、「
漁
業
都
合
よ

ろ
し
」
い

た
め
現
在
で
は
休
業
し
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
で

七
〇
〇
〇
－
八
〇
〇
〇
両
の

漁
獲
高
を
あ
げ
て

お
り
、

ま
た
真
鶴
村
で

は
、

石
高
は

岩
村
と
同
じ
だ
が
、

さ
ら
に

岩
村
の

畑
高
二

〇
石
ほ
ど
も
支
配
し
、

石
切
職
六
三

人
、

廻
船
水
主
一

〇
〇
人
余
（
い

ず
れ
も
家
族
を
含
ま
ず
）、

外
に

廻

船
持
・

商
人
も
多
く
、

漁
職
の

者
の

割
合
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

難
渋
の

度
は
他
村
も
同
様
だ
と
い
っ

て
い

る
が
（
注（2

）に
同
じ

）、

確
か
に

他

の

海
岸
附
村
々

で

も
生
活
の

窮
乏
が
、

自
村
地
先
で
の

根
拵
網
設
置
へ

と
狩
り
立
て

た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

時
期
の

吉
浜
村
の

職
業
構
成
を
み
る
と

（
表
二
－

三
四

）、

村
全
体
と
し
て

は
半
農
半
漁
と
い

え
る
が
、

内
部
で

は
、

自
作
農
ま
た
は
地
主
で
、

そ
の

半
ば
は
廻
船
業
・

諸
商
業
を
兼
ね
る

層

と
、

諸
商
・

旅
宿
を
営
み
土
地
を
ほ

と
ん
ど
あ
る
い

は
全
く
所
有
し
な
い

層
と
、

漁
業
者
と
に

截
然
と
分
か
れ
て

い

る（
な
お
、

表
に
は
廻
船
に

乗
り
組
ん

で
い

る
沖
船
頭
・

水
主
は
脱
落
し
て
い

る

）。
そ
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の

漁
業
者
は
農
業
を
兼
ね
ず
（
兼
ね
て

も
零
細
な
小
作
程
度
で

あ
る

）、
主
に

根
附
の

漁
業

に

専
念
し
て
い

る
。

こ

こ

で

は
、

根
拵
網
設
置
以
前
は
、

地
引
網
以
外
の

網
漁
は
全
く
な
さ
れ
て
い

な
い
。

一

方
、

こ

の

村
で

最
も
富
裕
な
家
は
、

表2－34　1876（明治9）－1878年の足柄
下郡吉浜村の職業構成

注　1　＊廻船は

神明丸　357石　乗組7人
太福丸　554石　〃　7人
不動丸　100石　〃　3人

2　1876年2月「書上控」，1878年7月ヨリ
至12月「諸願伺届控綴込」足柄下郡吉浜
村湯河原町役場蔵）より作成。
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か
な
り
の

土
地
を
持
ち
、

漁
業
に
は
直
接
関
与
せ
ず
、

漁
獲
物
の

小
田
原
へ

の

廻
送
を
す
る
廻
船
を
所
有
・

営
業
し
、

流
通
面
か
ら
同
村
の

漁
業
を

支
配
し
て

い

る
。

そ
し
て
、

同
村
の

根
拵
網
設
置
は
、

こ

れ
ら
富
裕
層
が
そ
れ
に

要
す
る
多
額
の

資
本
を
拠
出
す
る
こ

と
に

よ
っ

て

行
わ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

こ

う
し
て
、

以
後
東
海
道
線
開
通
に

よ
る
こ

の

地
域
漁
業
の

発
展
は
、

漁
民
一

般
と
い

う
よ
り
は
、

こ

れ
ら
廻
船
業
者
の

繁
栄
を
も
た
ら

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

塩
田
の

存
続

近
世
に

江
戸
地
廻
り
塩
業
と
し
て

形
成
さ
れ
た
神
奈
川
県
の

入
り
浜
式
塩
田
は
、

ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
の

形
で

明
治
期
に
ひ
き
つ

が
れ

た
（
表
二

－
三
五

）。

塩
田
は
全
体
と
し
て
五
五
町
余
に

す
ぎ
な
い

が
、

一

八
八
七
（
明
治
二

十
）
年
こ

ろ
ま
で

は
変
わ
ら
ず
、

以
後
も

ご

く
わ
ず
か
ず
つ

減
少
し
て
、

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
、

専
売
局
の

第
一

次
塩
業
整
備
に
よ
っ

て

悉
皆
廃
止
さ
れ
る
時
に
、

ま
だ
三

七
町
余
の

存
在
が
み
ら
れ
た
（
表
二
－

三

六
）。

塩
の

産
額
も
、

一

八
八
四
、

五

年
、

紙
幣
整
理
政
策
に

よ
る
不
況
が
極
限
に

達
し
た
と
き
激
減
し
た
が
、

ま
た
回
復

し
、

一

八
九
六
（
明
治
二

十
九
）
年
か
ら
は
塩
価
上
昇
に

よ
っ

て
、

価
額
で

は
か
え
っ

て

増
収
と
な
っ

た
。

こ

れ
ら
の

塩
田

は
、

小
規
模
で
、

明
治
期
に

お
け
る
産
塩
の

生
産
費
も
金
沢

（
泥
亀
新
田
・

平
沼
新
田
・

洲
崎
な
ど
）
で
、

塩
一

〇
〇
斤
に
つ

き
一

円
六
五
銭
で
、

坂
出
・

赤
穂
・

撫
養
・

三

田
尻
な
ど
十

州
塩
の

五
三

－
六
六
銭
と
対
比
す
る
と
格
段
に

高
い

（
小
沢

利
雄
「
東
京
湾
沿
岸
の

旧
塩
田
と
土
地
造
成
に
つ

い

て

」
『
日

本
塩

業
の

研
究
』
第
八
集
　
日

本
塩
業
研
究
会
）。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

明
治
末
ま
で

神
奈
川
県
の

塩
田
で

製
塩
が
行
わ
れ
て
い

た
の

表2－35　1876（明治9）年現在神奈川県

塩田反別

注　明治11年5月『神奈川県治一覧表』，なお『明

治14年神奈川県統計表』も同一数値。
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表2－36　神奈川県塩田反別・塩産額の変

遷（1876－1910年）

注　『神奈川県統計書』より作成。1910（明治43）
年は専売局「製塩地整理事蹟報告」により，
塩1石＝約10㎏として換算。

は
、

十
州
塩
の

東
京
へ

の

輸
送
費
・

輸
送
の

際
の

目
減
り
を

加
え
る
と
、

両
者
の

格
差
は
著
し
く
縮
ま
る
か
ら
で

あ
る
。

と
く
に

神
奈
川
県
の

塩
田
に
は
、

す
ぐ
近
く
に

横
浜
や
三

崎

な
ど
の

漁
村
と
い

う
塩
需
要
地
が
控
え
て
い

た
の
で
、

輸
送

費
は
無
視
す
る
こ

と
が
で

き
る
。

こ

れ
ら
の

塩

田

の

多
く

は
、

新
田
と
と
も
に

内
湾
あ
る
い

は
入
江
に

開
発
さ
れ
、

新

田
を
波
浪
か
ら
守
る
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

こ

こ

か
ら

の

収
入
は
、

地
先
海
面
で

の

海
苔
養
殖
な
ど
と
と
も
に
、

関

係
農
家
の

農
業
収
入
の

補
い

と
な
っ

て

い

た
。

こ

の

よ
う
な

性
格
が
、

塩
の

市
況
に

か
か
わ
ら
ず
、

長
く
こ

れ
ら
塩
田
を
存
続
さ
せ
て
い
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

注（

1

）
　
一

八
八
三

年
十
月
十
一

日
「
歎
願
書
」
城
ケ
島
村
漁
夫
総
代
、

お
よ
び
三

崎
町
漁
夫
総
代
の

各
通
　
三

浦
市
役
所
蔵
。

（

2

）
　
明
治
五
年
十
月
「
相
模
国
足
柄
下
郡
真
鶴
村
福
岡
村
両
村
江
相
掛
り
候
海
面
入
会
漁
業
出
入
追
願
書
」
岩
村
　
湯
河
原
役
場
蔵
。

（

3

）
　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
「
相
模
湾
漁
撈
習
俗
調
査
報
告
書
」（
一

九
七
〇
年
）
小
田
原
市
米
神
・

江
の

浦
の

部
、

真
鶴
町
真
鶴
の

部
。

（4）
　
一

八
七
三

年
十
一

月
「
乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
候
」
真
鶴
・

福
浦
村
小
前
惣
代
　
湯
河
原
町
役
場
蔵
。
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第
二

節
　
在
来
工
業
の

展
開

一

農
村
工

業
と
都
市
雑
工

業
の

勃
興

明
治
前
期
の

県
内
加
工

業

明
治
初
期
の

各
種
の

物
産
統
計
に
よ
れ
ば
、

現
県
域
に
属
す
る

旧
相
模
国
全
域
と
旧
武
蔵
国
三

郡
（
橘
樹
・

都
筑
・

久
良
岐
）
は
、

も
と
も
と
商
工
業
化
の

あ
ま
り
進
ん
で

い

な
か
っ

た
地
方
で

あ
っ

た
。

た
と
え
ば
内
務
省
勧
農
局
編
『
明
治
九
年
全
国
農
産
表
』

に
よ
れ
ば（
表
二
－

三
七
）、
相
模
国
の

農
産
額
は
、

穀
作
物
を
中
心
と
し
た
一

人
当
た
り
普
通
農
産
額
で

全
国
平
均
を
や
や
上
回
っ

た
も
の

の
（
三
円

六
八
銭
九
厘
に

対
し
て
四
円
九
銭
四
厘
）、

商
業
作
物
を
中
心
と
し
て

特
有
農
産
額
で
こ

れ
を
下
回
り（
一

円
四
三
銭
九
厘
に

対
し
て
一

円
一

八
銭
）、
一

人
当

た
り
生
産
額
で

全
国
平
均
を
上
回
っ

た
の

は
、

繭
（
一

六
銭
八
厘
に

対
し
て
二

九
銭
八
厘
）、

生
糸
（
二

六
銭
七
厘
に

対
し
て

四
八
銭
二

厘

）、
漆
汁
（
一

厘
に

対
し
て
二

厘
）、

葉
煙
草
（
三

銭
一

厘
に

対
し
て
一

六
銭
七
厘
）
の

み
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

普
通
農
産
額
に
つ

い

て

も
、

一

人
当
た
り
米
生
産
額
が
全
国
平

均
を
は
る
か
に

下
回
り
（
二

円
七
三
銭
に

対
し
て
一

円
九
二

銭
四
厘
）、
こ

れ
を
カ
バ

ー

し
た
の

は
麦
・

大
豆
・

雑
穀
・

芋
類
な
ど
の

畑
作
物
で

あ
っ

た
。

要
す
る
に

明
治
初
期
の

こ

の

地
方
は
、

麦
・

雑
穀
を
主
体
と
し
た
古
く
か
ら
の

関
東
農
村
の

特
徴
を
、

ま
だ
多
分
に
残
し
て
い

た
と
い

う
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
特
徴
は
、

前
記
武
蔵
国
三

郡
を
加
え
た
現
県
域
全
体
に
も
、

ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
当
て

は
ま
っ

た
。

た
と
え
ば
『
明
治
十
一

年
全
国
農
産

表
』
に
よ
れ
ば
（
表
二
－

三
八

）、

現
県
域
内
に
属
す
る
地
方
が
一

人
当
た
り
生
産
量
で
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
の

は
、

麦
・

雑
穀
・

芋
類
・

繭
・

葉

煙
草
の

五

品
目
の

み
で

あ
り
、

ほ
か
は
米
・

実
綿
・

菜
種
・

茶
な
ど
の

主
要
作
物
を
は
じ
め
と
し
て
、

い

ず
れ
も
全
国
平
均
を
下
回
っ

た
。

そ
し
て
、
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表2－37　日本全国および相模国農産額　1876（明治9）年

（普通農産の部）

（特有農産の部）

注　1．内務省勧農局『明治9年全国農産表』および人口については太政官統計院『統計年

鑑』（第1回，明治15年3月刊）により作成。

2．表中・印は，全国水準を上回るものである。
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表2
－
　38

　
人
口

千
人
当
た
り

田
畑
面
積
・

生
産
額
等

注
　1

　
『
明
治11

年
全
国
農
産
表
』『
明
治12

年1

月

1

日

調
　
日

本
全
国
郡
区
分
人
口

表
』
『
日

本
帝
国
統
計
年
鑑
』
『
農
商
務
統
計
表
』
お
よ
び
『
神
奈
川
県
統
計
書
』
に
よ
り

作
成
。

2

　
表
中
の
神
奈
川
県
に
は
多
摩
郡
が
ふ
く

ま

れ
て
い
な
い
。

3

　
表
中
・

印
は
全
国
水
準
を
上
回
る

も

の
で
あ
る
。
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生
糸
も
生
産
量
の

少
な
い

武
蔵
国
三

郡
が
加
わ
る
と
、

全
国
水
準
を
下
回
っ

た
の

で

あ
っ

た
（
一

〇
・

一

匁
に

対
し
て

六
・

一

匁
）。
こ

う
し
た
点
か
ら

す
れ
ば
当
時
こ

の

地
方
は
、

製
糸
地
帯
と
い

う
よ
り
む
し
ろ
養
蚕
地
帯
の

色
彩
が
強
か
っ

た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の

で
あ
る
。

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
後
進
的
な
特
徴
は
、

明
治
十
年
代
を
通
じ
、

海
外
貿
易
と
横
浜
港
の

発
展
に
よ
っ

て
、

急
速
に

変
化
し
は
じ
め
た
。

わ
が

国
最
初
の

鉄
道
に

よ
っ

て

首
都
と
結
ば
れ
、

出
入
国
と
海
外
貿
易
の

玄
関
と
な
っ

た
横
浜
は
、

そ
の

商
業
活
動
を
通
じ
て
人
口

流
入
の

強
い

磁
石
と

な
っ

た
。

そ
し
て
、

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
七
月
公
布
の

「
郡
区
町
村
編
成
法
」
に
よ
っ

て
、

久
良
岐
郡
か
ら
分
立
し
て

横
浜
区
と
な
り
、

ま

た
、

一

八
八
九
年
四
月
に
は
、

「
市
制
・

町
村
制
の

施
行
」に
よ
っ

て

横
浜
市
に

昇
格
し
た
。

そ
し
て
、

そ
の

人
口

も
、

一

八
七
九
年
一

月
一

日
現
在

の

四
万
六
一

八
七
人
か
ら
、

一

八
八
七
年
十
二

月
末
に
は
一

一

万
四
九
八
一

人
と
急
増
し
、

県
内
郡
区
中
の

筆
頭
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
横
浜
の

成
長
と
そ
の

基
礎
と
な
っ

た
海
外
貿
易
の

発
展
は
、

周
辺
地
域
に

新
し
い

変
化
を
呼
び
お
こ

し
た
。

ま
ず
、

横
浜
と
こ

れ
に

隣
接
す
る
久
良
岐
・

都
筑
・

橘
樹
郡
な
ど
で
は
、

居
留
外
国
人
や
貿
易
関
係
の

各
種
の

需
要
を
み
た
す
、

零
細
な
雑
工
業
（
印
刷
・

製
靴
・

マ

ッ

チ
・

石
け
ん
・

煉
瓦
石
・

七
宝
・

茶
箱
製
造
・

花
火
・

製
米
・

製
粉
・

ビ

ー
ル

な
ど

）
が
簇
生
し
た
。

ま
た
、

輸
出
品
の

中
枢
を
占
め
た
生
糸
貿
易
の

発
展
は
、

高

座
・

津
久
井
・

愛
甲
・

都
筑
な
ど
内
陸
地
方
の

製
糸
業
を
刺
激
し
、

そ
の

生
産
量
を
著
し
く
増
大
さ
せ
た
。

そ
の

結
果
、

一

八
八
七
年
の

県
内
一

人

当
た
り
生
糸
生
産
量
は
、

一

八
七
八
年
の

六

倍
強
（
六
・

一

匁
か
ら
三
七
・

四
匁
）
と
な
り
、

全
国
平
均（
一

人
当
た
り
二

六
・

七
匁
）を
は
る

か

に

凌
ぐ

こ

と
に

な
っ

た
の

で
あ
る
。

ま
た
、

絹
織
物
・

綿
織
物
や
そ
の

原
料
糸
の

製
造
（
撚
糸
業
）
も
、

愛
甲
郡（
撚
糸
・

絹
織
・

綿
織
・

絹
綿
交
織
）
・

津
久
井

郡
（
撚
糸
・

絹
織
）
・

高
座
郡
（
絹
織
・

綿
織
）
・

足
柄
下
郡
（
綿
織
）
な
ど
で
進
み
、

津
久
井
郡

中
野
村
（
現
在

津
久
井
町
中
野
）、

同
川
尻
村
（
現

在
　
城
山
町
川
尻
）、
高
座
郡
上
溝
村
（
現
在

相
模
原
市
上
溝
）、

愛
甲
郡
荻
野
村
（
現
在

厚
木
市
荻
野
）、

同
半
原
村
（
現
在

愛
川
町
半
原
）
な
ど
に
、

繭
・

生
糸
・

織
物
な
ど
の

定
期
市
が
相
つ

い

で

出
現
し
た
。

ま
た
大
住
・

足
柄
上
郡
を
中
心
に
、

以
前
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
煙
草
製
造
業
も
さ
ら
に

発
展
し
、

二

十
年
代
初
頭
に

は
人
力
か
ら
水
力
へ

の

切
換
え
も
進
む
こ

と
に
な
っ

た
の

で

あ
る
。
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二
　
製
糸
・

撚
糸
お
よ
び
織
物
業
の

発
展

製

糸

業

の

勃

興

先
に
ふ

れ
た
よ
う
に

明
治
十
年
代
初
頭
の

神
奈
川
県
（
た
だ
し
、

多
摩
郡
を
除
く
）
は
、

一

人
当
た
り
の

繭
生
産
量
で
全
国
平
均
を

上
回
っ

た
が
、

生
糸
は
こ

れ
を
下
回
り
、

八
王
子
周
辺
地
域
に
原
料
繭
を
供
給
す
る

繭
生
産
地
帯
の

色
彩
が
強
か
っ

た
。

し
か

し
、

横
浜
の

生
糸
貿
易
の

発
展
は
、

こ

の

地
方
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

明
治
十
年
代
を
通
じ
て
、

そ
の

生
産
量
を
飛
躍
的
に

増
加
さ
せ
た
。

い

ま
そ
の

推
移
を
見
れ
ば
表
二
－

三

九
の

通
り
で

あ
り
、

一

八
八
七
年
の

生
産
量
は
一

八
七
八
年
の

七
・

七
倍
に

増
加
し
た
。

な
か
で

も
津
久
井
郡
の

増
加
率
は
約
三

六
倍
に
も
の

ぼ
り
、

愛
甲
・

高
座
を
加
え
た
三

郡
で
、

総
生
産
量
の

九
三

㌫
余
を
占
め
る
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た
、

占
有
率
の

点
で
は

ま
だ
微
小
と
は
い

え
、

大
住
郡
・

足
柄
上
郡
も
か
な
り
高
い

増
加
率
を
示
し
、

三

郡
か
ら
周
辺
地
域
へ

の

外
延
的
拡
大
も
始
動
し
は
じ
め
て
い

た
。

し
か
し
、

こ

の

時
期
の

県
内
製
糸
業
は
、

ま
だ
座
繰
方
式
に
よ
る
家
内
工
業
が
支
配
的
で

あ
っ

た
。

た
と

え

ば
一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
四
月

の

津
久
井
郡
川
尻
村
の

資
料
（
表
二
－

四
〇
）
に
よ
れ
ば
、

蚕
糸
関
係
戸
数
三

四
四
戸
の

う
ち
三

分
の

二

以
上
に

当
た
る
二

五
四
戸
が
、

養
蚕
・

製
糸

を
兼
営
し
、

専
業
経
営
は

そ
れ
ぞ
れ
五

戸
と
五

九
戸
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

一

八
八
六
年
の

川
尻
村
総
戸
数
は
つ

ま
び
ら
か
で

な
い

が
、

『
築
井
文

化
』
第
五
号（
昭
和
四
十
二

年
三

月

津
久
井
郷
土
研
究
会
）所
収
の
「
城
山
町
歴
史
年
表
」
に
よ
れ
ば
、

一

八
七
六
年
　
四
一

四
戸（「
租
税
及
諸
費
取
立
帳
」）、

一

八
八
九
年
　
四
一

九
戸
（
八
木
七
之
助
筆
記
）
と
な
っ

て
い

る
の

で
、

一

八
八
六
年
の

そ
れ
も
ほ
ぼ
四
一

五

戸
前
後
と
み
て
さ
し
つ

か
え
な
い
で

あ

ろ
う
。

と
す
れ
ば
当
時
こ

の

村
で
は
、

総
戸
数
の

約
八
三

㌫
（
三

四
四
戸
）
が
蚕
糸
関
係
の

営
業
（
お
そ
ら
く
農
間
余
業
）
に
従
事
し
、

更
に
そ
の

三

分

の
二

以
上
（
総
戸
数
の

約
六
一

）
㌫
が
、

養
蚕
・

製
糸
の

兼
業
経
営
だ
っ

た
と
い

う
こ

と
が
で

き
る
の

で
あ
る
。

こ

の

よ
う
な
数
字
は
、

自
家
製
の

繭
を
自
家
で

繰
糸
す
る
、

零
細
な
家
内
工
業
の

広
汎
な
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。

ま
た
、

製
糸
戸
数
が
三
二

〇
戸
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（
蚕
糸
関
係
戸
数
の

九
三

㌫
、

総
戸
数
の

七
七
㌫

）
に
の

ぼ
っ

た
と
い

う
事
実
も
、

そ
の

大
部
分
が
小
農
民
の

農
間
余
業
だ
っ

た
こ

と
を
示
す
も
の

と
い

え
よ
う
。

な
お
、

前
記
梶
野
家
資
料
に
は
こ

の

ほ
か
、

小
倉
村
・

鳥
屋
村
・

中
野
村
・

三
ケ
木
村
の

分
が
ふ

く
ま
れ
て
い

る
が
、

そ
の

従
業
様
式
は

い

ず
れ
も
川
尻
村
の

そ
れ
と
大
同
小
異
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
農
間
余
業
の

広
汎
な
存
在
の

な
か
で
、

周
辺
の

農
家
の

子
女
を
雇
用
す
る
作
業
所
も
あ
ら
わ

れ
は
じ
め

て

い

た
。

『
明
治

十
四
年
神
奈
川
県
統
計
表
』
に

始
ま
り
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
以
降
ほ
ぼ
毎
年
刊
行
さ
れ
た
県
統
計
書
に
は
、

『
大
正
二

年
神
奈
川

県
統
計

書
』
ま
で
、

県
内
の

主
な
企
業
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
現
県
域
内
の

各
地
に

は
、

明
治
十
年
代
か
ら
二

十
年
代
初
頭
に
か
け
て
、

表2

－39

　
明
治10

年
（1877

）
代
の
製
糸
業
の
発
展

注
　
『
明
治11

年
全
国
農
産
表

』
お
よ

び
『
明
治20

年
神
奈
川
県
統
計
書

』
に
よ
り

作
成
。

た
だ
し

『
全
国
農
産
表

』
で
は
斤
数
で
表
示
さ

れ
て
い
る

が
，

1

斤
＝160

匁
で
換
算
し

た
。
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次
の

よ
う
な
製
糸
場
が
現
わ
れ
て

い

た
（
表
二
－

四
一

）。

い

ず
れ
も
数
人
か
ら
数
十
人
の

労
働
者
を
雇
い
、

改
良
座

繰
な
い

し
簡
単
な
器
械
設
備
を
備
え
た
、

手
工

業
的
な
作
業

所
（
マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク
ト
リ
ー

）
と
考
え
る
こ

と
が

で

き
よ
う
。

所
在
地
の

う
ち
高
座
・

愛
甲
・

津
久
井
の

三

郡
は
、

前
述
の

よ
う
に
一

八
八
七

年
の

県

内
（
多
摩
郡
を
除
く
）
生
糸
生
産

量
の

九
三

㌫
余
を
占
め
た
地
域
で

あ
り
、

ま
た
、

大
住
・

足
柄

上
郡
は
急
速
に
生
産
量
を
伸
ば
し
始
め
た
地
域
で

あ
っ

た
。

い

い

か
え
れ
ば
こ

れ
ら
の

地
域
で

は
、

十
年
代
を
通
じ
る
小

農
民
的
製
糸
業
の

普
及
の

な
か
で
、

こ

う
し
た
作
業
所
経
営

も
い

く
つ

か
出
現
し
は
じ
め
て

い

た
と
い

う
こ

と
が
で

き
る

の

で

あ
る
。

と
こ

ろ
で

表
二

－
四
一

に

よ
れ
ば
津
久
井
郡
に

は
、

三

ケ

木
村
と
根
小
屋
村
に

斎
藤
六
兵
衛
製
糸
場
と
久
保
田
製
糸
場

が
そ
れ
ぞ
れ
現
わ
れ
て
い

る
が
、

比
較
的
資
料
が
整
っ

て

い

る
の

は
後
者
で

あ
る
。

そ
れ
に

よ
れ
ば
経
営
者
の

久
保
田

（
喜
右
衛
門
）
家
は
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
同
郡
串
川

沿
い

表2－40　津久井郡川尻村蚕糸営業種目および戸数（1886年）

注　「明治19年4月20日　蚕糸業目及人名取調　津久井郡川尻村」（津久井町　梶野中家文書）
により作成。○印は従事している業目を示す。
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の

山
間
部
に

居
住
し
、

山
林
経
営
と
木
材
・

薪
炭
な
ど
の

江
戸
売
り
の

ほ
か
、

後
期
以
降
、

絹
の

買
継
ぎ
や
醸
造
な
ど
に
よ
っ

て

蓄
積
を
進
め
た
地

主
・

問
屋
商
人
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

明
治
初
期
か
ら
は
、

八
王
子
・

日

本
橋
・

京
橋
・

神
田
な
ど
に

相
つ

い

で

店
舗
を
設
け
、

絹
織
物
の

直
売
に

従
事
す
る
と
と
も
に
、

十
年
代
に
は
居
宅
前
の

串
川
沿
い

に

作
業
所
を
設
け
、

水
車
動
力
に
よ
る
製
糸
場
経
営
に

着
手
す
る
こ

と
に
な
っ

た
の

で

あ

る
。

そ
の

作
業
状
況
は
、

一

八
八
八
年
以
降
、

『
生
糸
検
査
帳
』（『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（7）
五
七

－
五
八

）
の

な
か
に
、

各
人
の

生
産
量
の

ほ
か
、

糸

目
の

出
か
た
、

糸
の

太
さ
（
デ
ニ

ー
ル

）、
光
沢
な
ど
に
わ
た
っ

て
、

日

計
の

か
た
ち
で

詳
し
く
記
帳
さ
れ
て

い

る
。

そ
れ
に

よ
れ
ば
繰
糸
に

従
事
し

た
の

は
す
べ

て

婦
女
子
（
お
そ
ら
く
近
隣
の

農
家
の

）
で
、

賃
金
は
出
来
高
制
に

賞
罰
制
（
糸
目
・

デ
ニ

ー
ル
・

光
沢
に
よ
る

）
を
加
味
し
た
も
の

で

あ
っ

表2

－41

　
明
治10

年（1877

）代
－20

年
代
に
お
け
る

製
糸
場
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た
。

生
産
量
は
一

八
九
〇
年
の

場
合
、

四
月
二

十
一

日

か
ら
十
二

月
十
日
ま
で

で
二

六
三

貫
六
八
五
匁
三

分
に
の

ぼ
っ

た
。

『
第
六
次
農
商
務
統
計
表
』

（
明
治
二

十
四
年
十
二

月
刊
）に
よ
れ
ば
、

神
奈
川
県
に
お
け
る
一

八
九
〇
年
の

器
械
生
糸
平
均
相
場
は
、

一

〇
〇
斤
当
た
り
六
九
一

円
だ
っ

た
の

で
、

右

の

生
産
量
は
お
よ
そ
一

万
一

三

八
八
円
、

当
時
の

県
内
平
均
米
価
で

換
算
す
れ
ば
、

約
一

二

六
一

石
余
の

米
に
相
当
し
た
も
の

と
い

う
こ

と
が
で

き

る
。

な
お
、

前
記
『
第
六
次
農
商
務
統
計
表
』
に
は
、

一

八
九
〇
年
現
在
の

同
製
糸
所
の

概
況
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
当
時
の

規

模
は
、

資
本
金
三
五
〇
〇
円
、

株
主
九
人
、

職
工
六
五
人
、

水
車
一

（
三

馬
力
）、
蒸
気
機
関
一

（
一

五
馬
力
）
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

そ
れ
で

も
な
お
そ
の

生
産
量
は
、

一

八
八
七
年
の

津
久
井
郡
生
糸
生
産
量
（
一

万
二

四
〇
八
貫
）
の

二

㌫
程
度
に

す
ぎ
ず
、

農
間
余
業
的
製
糸
業
を
お
び
や
か
す
に

は
程
遠

い

存
在
で

あ
っ

た
。

い

ず
れ
に
し
て

も
当
時
の

県
内
製
糸
業
は
、

大
部
分
小
農
民
の

農
間
余
業
的
な
労
働
に
よ
っ

て

さ
さ
え
ら
れ
て
い

た
と
み
て

さ

し
つ

か
え
な
い

の

で

あ
る
。

な
お
、

一

八
八
六
年
に

設
立
さ
れ
た
高
座
郡
の

漸
進
社
は
、

主
に

周
辺
農
民
の

座
繰
糸
の

仕
上
げ
（
揚
返
し

）
や
共
同

出
荷
の

た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の

で
、

繰
糸
を
目
的
と
し
た
も
の

で

は
な
か
っ

た
。

同
郡
座
間
村
の

光
明
社
も
、

お
そ
ら
く
同
種
の

も
の

と
お
も
わ

れ
る
。

明
治
十
年
代
は
輸
入
防
遏
、

輸
出
増
進
の

た
め
に

勧
業
博
覧
会
や
共
進
会
が
さ
か
ん
に

開
催
さ
れ
た
時
期
で

あ
っ

た
。

製
糸
業
の

分
野
で

も

粗
製
濫
造
の

防
止
と
糸
質
改
良
の

た
め
、

糸
繭
共
進
会
（
第
一

回
横
浜
　
一

八
七
九
年
）
や
品
評
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、

県
内
で

も
八
王
子
に
、

一

八
八
三

年
六
月
、

武
相
蚕
糸
改
良
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

右
の

漸
進
社
や
光
明
社
は
、

こ

の

よ
う
な
環
境
の

な
か
で

共
同
揚
返
所
を
設
け
、

周
辺
農

家
で

生
産
さ
れ
た
座
繰
糸
の

改
良
を
進
め
た
の

で

あ
っ

た
。

撚
糸
・

織
物

業
の

発

展

製
糸
業
の

勃
興
と
工

程
の

改
良
が
進
む
な
か
で
、

愛
甲
郡
・

津
久
井
郡
な
ど
で

江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
撚
糸
業
や
織
物
業

も
発
展
の

気
運
を
迎
え
た
。

半
原
撚
糸
協
同
組
合
編
『
半
原
撚
糸
の

あ
ゆ
み
』（
昭
和
四
十
七
年
）
に
よ
れ
ば
、

山
間
部
の

こ

の

地

方
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
の

蚕
場
で
、

農
間
に
は
婦
女
子
の

製
糸
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、

中
期
以
後
は
紬
（
川
和
縞
）
そ
の

他
の

着
尺
織
物
の

生
産

が
始
ま
り
、

ま
た
、

文
化
・

文
政
期
に
は
撚
糸
を
原
糸
と
す
る
博
多
織
の

技
術
と
八
丁
式
撚
糸
器
が
桐
生
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

な
か
で

も
撚
糸
業
は
、
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近
隣
の

八
王
子
市
場
や
渓
谷
の

適
当
な
湿
気
と
水
力
に
恵
ま
れ
て
、

次
第
に

発
展
し
、

天
保
期
に

は
八
軒
の

業
者
を
数
え
、

嘉
永
期
に

は
水
車
動
力

も
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い

わ
れ
て

い

る
。

明
治
前
期
の

模
様
は
つ

ま
び
ら
か
で

な
い

が
、

旧
幕
時
代
か
ら
の

蚕
糸
・

織
物
業
や
撚
糸
業
の

発
展
が
進
ん
で

い

た
こ

と
は
、

残
存
資
料
に

よ
っ

て

あ
る
程
度
う
か
が
う
こ

と
が
で

き
る
。

た
と
え
ば
明
治
五

年
（
一

八
七
二

）
一

月
の

「
半
原
村
明
細
書
上
帳
」（
愛
川
町

新
井
義
家
文
書
）
に

は
、

「
農
間
蚕
織
物
之
儀
は
太
織
縞
織
申
候
」
と
あ
る
し
、

ま
た
、

『
皇
国
地
誌
』
に
は
隣
村
の

田
代
村
や
三

増
村
の

部
に
、

次
の

よ
う
な
物
産
が
書
き
上

げ
ら
れ
て

い

る
（
一

八
七
六
年
一

月
一

日
調
）。

田
代
村

生
糸

　
四
二

貫
匁
（
一

六
八
〇
円
）

絓
糸

　
一

五
貫
匁
（
一

五
〇
円
）

繭

　
一

三
五
貫
匁
（
六
七
五
円
）

木
綿
縫
糸
　
五
貫
五
〇
〇
匁
（
一

一

円
）

木
綿
織
糸
　
四
貫
匁
（
八
円
）

博
多
帯
地
　
二

五
〇
筋
（
二

九
〇
円
）

木
綿
織
物
　
一

八
〇
反
（
一

三
五
円
）

三
増
村

繭
中
等

　
四
九
二

貫
七
五
〇
匁
（
一

四
七
八
円
二

五
銭
）

同
下
等

　
一

九
六
貫
四
〇
〇
匁
（
四
九
一

円
）

大
繭
中
等
　
四
九
貫
二

七
五
匁
（
一

六
四
円
二

五
銭
）
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同

下
等
　
三

九
貫
二

八
〇
匁
（
九
八
円
二

〇
銭
）

生
糸
上
等
　
八
八
貫
六
九
五
匁
（
二

五
三

四
円
七
〇
銭
五
厘
）

同

中
等
　
二

三

貫
五
六
八
匁
（
六
三

六
円
九
六
銭
四
厘
）

熨
斗
糸

　
三
二

貫
四
九
三

匁
（
二

七
〇
円
七
六
銭
七
厘
）

玉
糸
上
等
　
一

二

貫
三
一

八
匁
（
一

五
三

円
九
五
銭
三

厘
）

同

中
等
　
八
貫
六
四
二

匁
（
一

〇
八
円
二

銭
五
厘
）

皮
剝
糸

　
五
貫
六
一

三

匁
（
一

四
円
三

銭
五
厘
）

木
綿
織
物
　
三
五
〇
反
（
二

六
二

円
五
〇
銭
）

熨
斗
糸
織
物
　
五
〇
反
（
七
五
円
）

他
方
、

明
治
十
年
代
か
ら
二

十
年
代
初
頭
の

現
地
資
料
の

な
か
に
は
、

「
紡
績
水
車
設
置
願
」
や
水
車
設
置
に
と
も
な
う
隣
人
へ

の

念
書
、

「
糸
よ

り
屋
敷
借
用
証
」
な
ど
、

撚
糸
関
係
の

資
料
も
い

く
つ

か
残
存
し
て

い

る
。

こ

の

う
ち
、

「
紡
績
水
車
設
置
願
」
は
、

撚
糸
用
水
車
設
置
の

た

め

の

水
路
新
設
と
水
利
用
の

許
可
を
県
に
願
い

で

た
も
の

で

あ
り
、

ま
た
、

隣
人
へ

の

念
書
は
、

隣
人
の

水
利
を
侵
さ
な
い

こ

と
を
誓
っ

た
誓
約
書
で

あ
っ

た
。

後
者
の

内
容
は
『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（

7

）
六
四

に

も
収
録
さ
れ
て
い

る
の

で
、

こ

こ

で
は
、

前
者
の

例
を
紹
介
し
て
み
た
い

と
お
も
う
。

紡
績
水
車
設
置
願

字
馬
渡

三

十
七
番
民
有
地
第
一

種
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宅
地
反
別
七
畝
拾
八
歩
ノ

内

　
相
模
国
愛
甲
郡
愛
川
村
半
原

一

紡
績
水
車
場
　
壱
箇
所
　
願
人
　
大
貫
作
右
衛
門

此
水
車
壱
輌
　
差
渡
八
尺

但
水
路
樋
口

竪
五

寸

横
六
寸

平
常
水
深
四
寸

此
紡
績
器
械
三

組

右
者
馬
渡
沢
水
ヲ

引
用
ヰ
水
車
設
置
仕
度
、

尤
該
流
ハ

本
村
半
原
字
馬
渡
山
ヨ

リ
流
出
シ
、

同
字
ニ

於
テ
中
津
川
砂
礫
中
ニ

注
入
ス

ル

モ

ノ
ニ

シ

テ
、

村
内
ハ

勿

論
、

水
下
村
方
ニ

於
テ
故
障
筋
無
御
座
候
間
、

御
許
可
相
成
度
、

連
署
ヲ
以
テ
此
段
奉
願
候
也

明
治
廿
三

年
六
月
二

日

設
置
願
人
地
主
　
大
貫

作
右

衛
門
㊞

隣

地

々

主
　
大

貫

海

蔵
㊞

水
路
関
係
地
主
　
大

貫

作
兵
衛
㊞

同

　
小

林

千
代
松
㊞

愛

川

村

長
　
新

井

定
兵
衛

神
奈
川
県
知
事
浅
田
徳
則
殿

農
甲
第
四
百
六
十
七
号

書
面
願
之
趣
聞
届
候
事

明
治
二

十
三

年
九
月
十
二

日

神
奈
川
県
知
事
浅
田
徳
則
㊞
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右
に

よ
れ
ば
そ
の

設
備
は
、

水
車
一

輛
に

撚
糸
器
三

組
を
連
結
し
て

作
業
を
行
う
も
の

で

あ
っ

た
。

当
時
の

「
糸
よ
り
屋
借
用
証
」
や
「
金
子
借

用
証
」
に

よ
れ
ば
、

撚
屋
の

規
模
は
間
口
二

間
半
（
約
四
・

五
㍍
）、

奥
行
四
間
程
度
の

も
の

が
多
く
、

撚
糸
器
は
い

ず
れ
も
八
丁
式
で

あ
っ

た
。

ま

た
水
車
の

直
径
は
次
第
に

大
き
く
な
り
、

明
治
三

十
年
代
に
は
九
尺
五

寸（
約
二
・

九
㍍
）、

大
正
期
に
は
一

丈
二

尺
（
約
三
・

六
㍍
）
の

大
型
の

も
の

も
あ
ら
わ
れ
た
。

操
車
法
は
当
初
平
坦
地
の

流
水
を
利
用
し
た
「
腰
か
け
」
が
主
で

あ
っ

た
が
、

後
に
は
立
地
上
「
上
が
け
」
の

も
の

も
あ
ら
わ
れ

た
。他

方
、

経
営
形
態
は
江
戸
時
代
か
ら
「
糸
屋
と
賃
撚
り
屋
の
二

つ

の

か
た
ち
」
を
と
り
、

自
己
の

原
料
に
み
ず
か
ら
加
工
し
販
売
す
る
と
い

う
業

者
は
き
わ
め
て

少
な
か
っ

た（
前
掲
『
半
原
撚
糸
の

あ
ゆ
み

』）。
こ

の

こ

と
は
明
治
期
に

お
い

て

も
同
様
で

あ
り
、

当
時
の

資
料
も
こ

う
し
た
経
営
形
態

が
根
強
く
存
続
し
た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

表
二
－

四
二

は
明
治
二

十
年
代
初
頭
に

作
成
さ
れ
た
糸
屋
の

手
控
え
（「
撚
糸
控
」）
を
整
理
し

た

も
の

で

あ
る
が
、

こ

の

場
合
も
撚
加
工

は
す
べ

て

賃
撚
り
の

か
た
ち
を
と
り
、

原
糸
の

種
類
と
重
量
、

撚
加
工
の

種
別
に
応
じ
て
一

定
の

工

賃
が
賃
撚
人

に

支
払
わ
れ
て

い

る
。

帳
末
の

書
き
込
み
に
よ
れ
ば
、

こ

の

賃
撚
人
は
糸
屋
の

借
家
人
だ
っ

た
よ
う
で

あ
り
、

年
末
の

支
払
工

賃
二

円
四
四
銭
九
厘

の

う
ち
、

四
四
銭
九
厘
が
十
二

月
分
の

家
賃
と
し
て

徴
収
さ
れ
、

「
差
引
金
五

銭
一

厘

家
賃
不
足
」
と
記
入
さ
れ
て
い

る
。

半
原
撚
糸
協
同
組
合
編

『
半
原
撚
糸
の

あ
ゆ
み
』
に

よ
れ
ば
、

一

般
に

糸
屋
は
、

こ

う
し
た
賃
撚
人
を
数
軒
な
い

し
十
数
軒
か
か
え
、

両
者
の

関
係
も
「
親
方
、

子
方
の

関

係
」
が
強
か
っ

た
。

ま
た
「
糸
屋
は
、

原
料
と
な
る
武
相
産
生
糸
を
、

八
王
子
・

厚
木
・

上
溝
・

原
町
田
・

中
野
な
ど
の

市
へ

で
か
け
、

現
金
取
引

き
で

買
い
つ

け
…
…
そ
れ
を
自
家
工

場
で

加
工

す
る
と
と
も
に
、

賃
撚
り
屋
に

撚
ら
せ
、

撚
り
糸
、

練
り
糸
と
し
て

需
要
地
に

出
荷
」
し
た
。

右
の

糸
屋
の

場
合
に

も
、

た
と
え
ば
「
明
治
廿
六
年
生
糸
仕
入
帳
」
に
は
、

「
六
月
廿
五
日

厚
木
市
仕
入
、

七
月
一

日

厚
木
市
仕
入
、

七
月
五
日

厚
木
市

仕
入
、

七
月
七
日

川
和
市
仕
入
」
等
の

記
述
が
随
所
に

見
受
け
ら
れ
る
。

い

ず
れ
に
し
て

も
当
時
の

撚
糸
業
は
、

こ

う
し
た
糸
屋
と
賃
撚
人
に

よ

る
、

問
屋
制
家
内
工
業
の

か
た
ち
を
と
っ

て

発
展
を
続
け
た
と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。
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表2
－42

　
賃
撚
り

と

工
賃
（1888

年9

月

－12

月

）－
愛
川
町
半
原
の
一
例
一
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三
　
煙
草
製
造
業

秦
野

煙

草

の

発

展

す
で

に
ふ

れ
た
よ
う
に

『
明
治
九
年
全
国
農
産
表
』
に

よ
れ
ば
、

当
時
の

相
模
国
は
葉
煙
草
の
一

人
当
た
り
生
産
額
に

お
い

て
、

全
国
平
均
の

五

倍
以
上
の

実
績
を
あ
げ
て
い

た
。

そ
の

理
由
は
い

う
ま
で

も
な
く
同
国
中
部
の

秦
野
地
方
が
、

江
戸
時
代
以
来
、
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有
力
な
煙
草
生
産
地
と

な
っ

て
い

た
か
ら
で

あ

っ

た
。

『
神
奈
川

県

統

計
書
』、
『
日

本
帝
国
統

計
年
鑑
』
な
ど
の

統
計

書
に

よ
れ
ば
、

同
地
方

の

葉
煙
草
の

生
産
は
、

そ
の

後
も
表
二
－

四
三

の

よ
う
に
、

全
国
の

伸

び
率
を
は
る
か
に
上
回

る
テ
ン

ポ

で

増
加
し

た
。

そ
し
て
、

こ

れ
に

と
も
な
っ

て

刻
み
煙
草

の

加
工

業
も
、

さ
ら
に

発
展
す
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

『
資
料
編
』17

近
代
・

表2－43葉煙草生産高

注　1878年は『全国農産表』。他は『神奈川県統計書』『日本帝国統計年鑑』により作成。
1878年の生産高は1斤＝160匁で貫高に換算した。

表2－44　足柄上郡東部の煙草収穫・製造・販売概況
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